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自衛隊配備問題  検討・交流会  

陸自配備計画のあらまし 
 
 

「事前質問への防衛省の回答」からわかったこと 
 



「事前質問への防衛省の回答」って？ 

昨年11月26日 若宮防衛副大臣、市長に陸自受入要請 

今年  4月11日 防衛省配備計画説明会に向け事前質問を募集 

     4月17日 事前質問締切、141項目集まる 

     4月22日 １回目説明会 15項目のみスライドで回答 

     5月24日 ２回目説明会 質問公表も回答「作成中」が多い 

     6月10日 沖縄防衛局HPに全回答発表 

 

    

4月22日説明会に出席した沖縄
防衛局と陸上幕僚部のメンバー 



市民の質問１４１項目への防衛省の回答 

 複数質問をひと括りにしたものが多く、回答の数は６４。 

 だから、個々の質問には回答がないものが多い。 

 同じ「定型句」を使い回した「実質無回答」が目立つ。 

 「現時点では考えていない」など「その場しのぎ」も多数。 

しかし 

 寝耳に水の計画や、新情報も書かれている。 

 配備問題を勉強するには貴重な資料。 



配備部隊の構成 質問１～３への回答 

 

人員： ５００～６００人 

３つの部隊： 

 地対艦誘導弾（SSM）部隊 約100人（糸数議員質問主意書への政府回答） 

  「島嶼に対する侵攻を可能な限り洋上において阻止し得る部隊」 

 中距離地対空誘導弾（SAM）部隊 

  「地対艦誘導弾と連携し、作戦部隊及び重要地域の防空を有効に行い得る部隊」 

 警備部隊 普通科（地上戦闘の骨幹部隊）を中心に編成 （質問７５、７６への回答） 

  「大規模災害等の各種事態において迅速に初動対応を行い得る部隊」 

 

誘導弾（ミサイル）部隊を主とする構成 ＝ ミサイル基地 



配備部隊の装備 質問４～９への回答  

地対艦誘導弾は１２式  New! 

  有効射程百数十km  New! 
    （2014年6月産経記事では「約２００km」） 

  有効射程に尖閣諸島は含まれているかどうか、 

  ．．．お答えを差し控えます。  New! 
 

中距離地対空誘導弾は０３式  New! 
  航空機や巡航ミサイルへの対処 

 

高機動車など 

JGSDF  webpage 

JGSDF webpage Wikipedia 



「射程約１００km」はうそだった 

石垣－魚釣島間距離は約１６５km 
 

尖閣には届かず、八重山だけを守る兵
器だから、外国軍の標的になどなるはず
ない、と市民を安心させようとした図。 

しかし、今回の防衛省回答では、 

   「地対艦誘導弾の有効射程は百数十km。」 
   「有効射程に尖閣諸島は含まれているかどうか、 
      ．．．お答えを差し控えます。」 ⇒ 届く！ 
 

   かつて中山市長も、「攻撃的」と持ち込みに反対した。 

☚ 「石垣島自衛隊配備推進協議会」のパンフより 



しかも、14日付読売新聞にすごい記事が New! 

 石垣基地建設が当初予定
通り2019年度開始なら、23
年度は4年目。 
 

 最初から、この新型が来る
のかも。 

「東シナ海戦争」の
最前線基地 

１２式も新型も、尖閣対応！ 
宮古海峡も含めて 

「日本周辺で一番危ない海
域」の外国艦艇攻撃用！ 



駐屯地にヘリが離発着 New!  質問１０～１４への回答 

ヘリ部隊やオスプレイは来るのかとの質問に 

回答： 

 ・ 「現時点で」オスプレイやヘリ部隊の配置計画はない。 

 ・ 駐屯地開設後、グラウンド等でのヘリ離発着はある。 
 

これまで全く説明になかった新事実！ 

来るのは機材、人員輸送用大型機か？ 

陸自オスプレイのプラモデル ハセガワ 

CH４７A 
JGSDF webpage 



「駐屯地外に訓練場」否定せず New!  質問２７への回答 

質問： 「山根寿一陸自沖縄地方協力本部長は、２月１５日の開
南地区有志説明会で、『空砲を使う訓練等は駐屯地の中ではなく
訓練場で行う。石垣島で訓練場をどこに置くかはまだ決まってい
ない』と説明したというが、事実か？」 

回答： 「現時点において、具体的な訓練計画等は決まっており
ません。」  （市長にも説明しなかった訓練場設置を否定せず） 

どこに？ 
面積は？ 
訓練内容は？ 
 （答えなし） 

野外訓練 JGSDF webpage 



「配備計画のあらまし」 まとめ  

 

 誘導弾（ミサイル）部隊を主とする構成 ⇒ ミサイル基
地 

 尖閣・宮古海峡対応の長射程地対艦ミサイルが中心  

   「日本周辺で一番危ない海域」の外国艦艇攻撃用 

 「石垣を守る」ではなく、「東シナ海戦争」の最前線基地 

 駐屯地ではヘリが離発着する 

 駐屯地以外に訓練場もできる 

 

詳細は、「I LOVE いしがき」 ホームページで 
 



http://loveishigaki.jp 
「知ってる？」⇒「論点」⇒「事前質問への防衛省の 

回答を読む」シリーズ一覧 

 

http://loveishigaki.jp/

